
あなたのチカラを消防団に！ 

機能別団員制度が始まります 

 葉山町では、「消防団員の役割の多様化への対応」を図るた

め、総務省消防庁が推奨する、特定の活動、役割のみに参加す

る消防団員である「機能別団員制度」を導入することとなりま

した。 

 「あなたのチカラ」を消防団に！ 

 消防団は、消火活動や救出救助活動、防火防災普及活動など

「地域防災力の要」としての活躍が期待されています。 

 近年、全国各地で様々な災害が発生し、大きな被害をもたら

しています。 

 そのような災害が発生した場合、新たな対応やニーズが生じ

ることがあります。そのような時に「あなたのチカラ」を機能

別団員として活用していただけませんか。 



消防団とは 
○非常備の消防機関 

 消防団は消防署と同様の消防機関です。 

 消防署は常勤の消防職員による消防機関であるのに対し、消防

団は、普段は様々な仕事に就いている人たちが、火災・風水害・

震災時に消防団員となり消防活動を行う非常備の消防機関です。  

 

○特別職の地方公務員 

 消防団員は公務員です。ただし、特別職の非常勤公務員となり

ます。災害活動においては公的な活動をすることから消防団員と

してなすべきこと、守らなければならないことなどが条例、規則

等で定められています。  

 

○地域に根ざした活動 

 その地域に住んでいる住民であるからこそ、勤務している従業

員であるからこそ、分かることがあります。混乱した災害の場に

おいてはその貴重な情報が役立ちます。消防団員は地域の住民等

で組織され、地域に密着した活動で活躍します。  

 

○入団資格 

 町内在住か在勤で18歳以上の健康な方であれば男女問わず入

団資格があります。 

 

○主に大規模災害での活動（15人） 

○主に広報や防火防災救急などの普及活動（12人） 

 入団時に主な活動について、ご本人の希望や経験などをもと

に調整させていただきます。 

機能別団員は大きく２種類あります。 



機能別団員の活動 

 機能別団員は、地震や台風などで被害が大きい災害が発生し

たとき、これまでの消防団員（基本団員）だけでは人手不足と

なる場合に活動していただきます。平常時は、災害が起きたと

きのために地域の方々に防火防災に係る啓発活動を行います。 

※通常の火災や風水害での災害対応はしません。 

AED講習の指導 

避難誘導（訓練） 

初期消火指導（訓練） 

活動隊員の後方支援（衛生） 

活動隊員の後方支援（食料） 



機能別団員の処遇 

 様々な活動をするために、消防団員には次のような処遇制度

があります。また、消防団活動に必要な知識、技術などを習得

するための講習会、研修会に参加することがあります。 

○年額報酬 

 消防団活動の労苦に対して年額10,000円が支払われます。 

○出動報酬 

 災害などに従事した場合（4時間未満4,000円、4時間以上

8,000円）や、訓練や防火防災啓発活動に参加した場合に出動

報酬が支払われます。（訓練等3,000円） 

○公務災害補償 

 公務でケガなどをした場合、治療費用や休業補償、介護補償

など様々な補償があります。  

主な年間行事 
 ４月 辞令交付（入団式）・消防団制度等の説明などの講習 

 ５月 消防団WEB講習（各自） 

 ６月 消防団活動講習（応急手当、大規模災害講習等） 

 ７月 消防団活動講習（基本団員と合同） 

 ８月 

 ９月 町総合防災訓練 

１０月 消防署・消防団合同訓練 

１１月  

１２月 防災指導要領講習（応急手当や消火器の使い方） 

 １月 消防出初式（広報） 

 ２月  

 ３月 

※その他  

 必要に応じた訓練や普及啓発業務 

 （概ね一人あたり年間10日の活動） 

 


